
　「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	項　目
	３．ホームレス自立支援に関する取り組み

	事業実績及び
事業効果
	　本町では定住化しているホームレスの発見報告がなく、同理由から見回りなどを定期的には行っていない。

　 しかしながら、自ら助けを求めて他府県や他市町村などから本町を目指してこられた方や、刑期を終えて出所された方が行き場所がなく、役所を訪ねて来られることがあり、随時対応を行なっている。

　 実際には、本町ＣＳWと福祉課職員で対応をし、本人の意向を確認後、就労支援や居宅の設定などを支援している。また、当面の生活を行なうため、岸和田子ども家庭センターの相談や、大阪府ホームレス総合相談事業共同運営団体による支援につないでいる。ケース毎に、アルコール依存症等の課題を抱えている場合は居宅設定の前に入院の措置を行ない、自立生活が難しい矯正施設退所者には更生保護施設への入所につなぐなど、臨機応変な対応が求められている。対象者が公的扶助を受けるまでの期間は、緊急一時宿泊事業を活用している。

	課題・問題点
	　夜間、休日の見守りを行なっていないため、本人からの申請や地域住民からの通報に頼っている。

	計画に対する意見、今後の
取り組み方向
	　現在、国民健康保険料、介護保険料や税の滞納者から生活困窮を訴えられた際に生活を立て直すための相談を福祉課ＣＳＷが引き継いで伺うことや、子ども家庭課からの協力要請に伴い住居喪失の可能性がある世帯への支援を日常業務の一環として行なっている。

　行政では把握しきれない地域の中で孤立しがちな世帯には、自治会（区）や民生委員児童委員協議会、社会福祉協議会などから情報提供を受け必要に応じて複数の課の職員が対応を行なうことで、ホームレスを生み出さない地域づくりに努めている。

	市町村部局名
	熊取町健康福祉部福祉課　
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